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社会医療法人財団　石心会

いきいき訪問看護ステーション鵜ノ木
〒350-1305  狭山市入間川4-10-15　TEL 04-2955-2060
https://saitama-sekishinkai.jp/localcare/ikiiki.php

社会医療法人財団　石心会

狭山市入間川・入間川東地域包括支援センター
〒350-1305  狭山市入間川4-10-15　TEL 04-2955-1114
https://saitama-sekishinkai.jp/localcare/irumagawa.php

社会医療法人財団　石心会

石心会介護支援センター
〒350-1305  狭山市入間川4-10-15　TEL 04-2953-6777
https://saitama-sekishinkai.jp/localcare/sekishinkai.php

〒350-1305  狭山市入間川4-10-15　TEL 04-2900-1302
https://saitama-sekishinkai.jp/localcare/helperstation.php

医療法人社団　東京石心会

さやま地域ケアクリニック
〒350-1323  狭山市鵜ノ木1-33　TEL 04-2955-5000
https://sayama-care.jp/

社会福祉法人　石心福祉会

特別養護老人ホームオリーブ
〒350-1313  狭山市大字上赤坂290-1　TEL 04-2950-2400
https://sayama-olive.jp/

優しくて頼りになる医療・福祉を目指します。

社会医療法人財団　石心会

埼玉石心会病院
〒350-1305  狭山市入間川2‒37-20　
TEL 04‒2953‒6611（代表）
https://saitama-sekishinkai.jp/

社会医療法人財団　石心会

さやま総合クリニック

〒350-1305  狭山市入間川4-15-25　
TEL 04-2953-9995（外来予約センター）
〈月～金〉8:00～18:00 〈土〉8:00～17:00 
〈日・祝日〉8:30～17:00　
https://sekishinkai-sayama-cl.jp/

TEL 04-2900-2223（健診予約）
〈月～金〉8:30～18:00 
〈土〉8:30～12:30 〈日・祝日〉休
https://www.sayama-doc.jp/

社会医療法人財団　石心会

さやま腎クリニック
〒350-1305  狭山市入間川4-15-20
TEL 04-2900-3333
〈月～土〉8:30～17:00
https://sekishinkai-sayama-jin.jp/

石心会グループ埼玉地区広報誌

　　　は、埼玉の広大な大地の上に広がる
濃紺の空をイメージしています。
地域の皆さんへ医療・福祉に関する情報を幅広く、
深くお伝えしていきたいと思います。
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務
を
経
て
、
集
中
治
療
医
と
な
り
ま

し
た
。

　

集
中
治
療
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
臓

器
不
全
や
重
症
患
者
の
全
身
管
理
と

ケ
ア
、
ま
た
命
を
つ
な
ぎ
と
め
る
た
め

の
高
度
な
知
識
と
技
術
の
こ
と
で
、
手

術
後
の
患
者
さ
ん
の
管
理
も
私
た
ち

の
主
な
仕
事
で
す
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
治
療
に
対
し
、
集
中

治
療
は
、
内
科
の
よ
う
に
「
薬
を
1
週

間
服
用
し
ま
し
ょ
う
」
と
い
う
治
療
と

は
異
な
り
、「
3
日
を
1
セ
ッ
ト
」
と

し
て
治
療
の
評
価
を
す
る
こ
と
が
多

い
で
す
。「
結
果
が
す
ぐ
に
見
え
る
治

療
」
と
い
う
考
え
が
自
分
の
性
格
に
合

っ
て
お
り
、
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ

て
い
ま
す
。

院
長
就
任
後
に

ま
ず
考
え
た
こ
と

　

埼
玉
石
心
会
病
院
は
、「
石
心
会
狭

山
病
院
」
と
し
て
開
設
し
て
来
年
で

40
年
を
迎
え
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん

に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
の
病
院
の
医
療

を
さ
ら
に
発
展
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考

え
ま
し
た
。

自
ず
と
意
識
し
た

医
師
へ
の
道

　

私
は
栃
木
県
出
身
で
、
父
が
耳
鼻

科
の
ク
リ
ニ
ッ
ク
を
開
業
し
て
い
ま
し

た
。
幼
い
頃
か
ら
医
療
が
近
く
に
あ

る
環
境
で
育
ち
ま
し
た
の
で
、『
自
分

は
医
師
に
な
る
の
か
な
』
と
幼
心
に
自

然
と
思
い
浮
か
べ
て
お
り
、
実
際
に
そ

の
通
り
と
な
り
ま
し
た
。

  
「
患
者
さ
ん
が
安
心
し
て
受
診
で
き

る
病
院
」
と
し
て
あ
り
続
け
る
た
め

に
、
特
に
大
切
に
し
た
い
点
は
当
グ
ル

ー
プ
の
一
つ
目
の
理
念
で
あ
る
「
断
ら

な
い
医
療
」
を
続
け
る
こ
と
で
す
。

　

患
者
さ
ん
が
医
療
を
求
め
る
時
に
、

い
つ
で
も
応
え
ら
れ
る
病
院
で
あ
り
続

け
た
い
、
そ
の
た
め
に
最
善
を
尽
く
し

て
ま
い
り
ま
す
。

地
域
の
方
が

紹
介
で
き
る
病
院
に

　

当
院
に
お
け
る
救
急
車
受
入
れ
台

数
は
２
０
２
1
年
か
ら
埼
玉
県
内
で

最
多
と
な
っ
て
お
り
、
２
０
２
５
年
も

「
９ 

５
７
８
台
」
で
県
内
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
の
受
入
れ
数
で
す
。
ま
た
、
理
念
で

あ
る
「
断
ら
な
い
医
療
」
を
実
践
す
べ

く
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て
く
る
ほ
ぼ

す
べ
て
の
患
者
さ
ん
を
受
け
入
れ
て
お

り
、
そ
の
応
需
率
は
平
均
99
％
以
上
、

100
％
応
需
で
き
る
月
も
あ
り
ま
す
。

（
救
急
車
応
需
率
：
全
国
平
均
は
、
二

次
救
急
医
療
機
関
で
約
60
％
。
三
次

救
急
医
療
機
関
で

91.5
％
。
日
本
病
院

会
、
厚
労
省
調
べ
）

　

し
か
し
、
父
と
同
じ
耳
鼻
科
医
を

志
さ
な
か
っ
た
の
は
、
研
修
医
の
時
に

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
（
各
診
療
科
を
順
番

に
回
る
）
で
回
っ
た
Ｉ
Ｃ
Ｕ
（
集
中
治

療
室
）
で
「
集
中
治
療
」
と
出
合
っ

た
か
ら
で
す
。

「
集
中
治
療
」
と
は

　

私
は
麻
酔
科
医
か
ら
キ
ャ
リ
ア
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
、
救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
勤

救
急
と
高
度
専
門
医
療
で

地
域
を
支
え
る
病
院
へ

　
新
院
長
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー埼

玉
石
心
会
病
院
で
は
、

副
院
長
を
務
め
て
い
た
神こ
う
づ津 

成せ
い
き紀 

医
師
が

２
０
２
6
年
5
月
に
院
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

集
中
治
療
や
救
急
医
療
に
関
わ
っ
て
き
た
経
験
を
も
と
に
、

地
域
の
皆
さ
ん
に
安
心
を
届
け
て
い
き
ま
す
。

IN
T
E
R
V
IE

W

S A I TA M A  S E K I S H I N KA I  H OS P I TA L

,

日本集中治療医学会集中治療専門医
日本救急医学会救急科専門医
日本麻酔科学会認定専門医
趣味は、ゴルフと映画鑑賞

神
こ う づ

津 成
せ い き

紀

埼玉石心会病院
院長
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院
に
な
れ
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

最
善
の
医
療
の

提
供
を
目
指
す

　

当
院
が
行
っ
て
い
る
専
門
性
が
高
い

治
療
で
は
、
患
者
さ
ん
の
治
療
の
選
択

肢
を
広
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

れ
は
患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
に
繋
が
り

ま
す
。

　

同
じ
疾
患
の
治
療
で
も
、
よ
り
確
実

に
、
よ
り
短
期
間
で
回
復
す
る
方
法

を
採
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
患
者
さ
ん

の
負
担
は
減
り
ま
す
。

　
こ
れ
は
理
念
の
二
つ
目
「
患
者
主
体

の
医
療
」
に
則
し
た
も
の
で
す
。

　

治
療
の
選
択
肢
、
プ
ロ
セ
ス
、
そ
の

後
（
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
や
回
復
期

病
院
へ
転
院
）
の
こ
と
な
ど
、
い
か
に

患
者
さ
ん
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
か
を
考

え
て
、
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

「
地
域
に
根
ざ
し
、

地
域
に
貢
献
す
る
医
療
」

の
た
め
に

　

患
者
さ
ん
の
一
つ
の
病
気
の
背
後

　

当
院
で
は
、
救
急
車
で
搬
送
さ
れ
て

く
る
命
に
関
わ
る
疾
患
（
心
筋
梗
塞
や

脳
梗
塞
な
ど
）
に
対
し
て
は
、
24
時
間

365
日
手
術
が
で
き
る
体
制
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
前
立
腺
が
ん
や
大
腸
が
ん

な
ど
の
手
術
を
行
う
ロ
ボ
ッ
ト
支
援
手

術
（
ダ
ビ
ン
チ
）
な
ど
先
進
的
な
治
療

に
、
複
数
の
病
気
が
隠
れ
て
い
る
こ
と

が
多
々
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
見
逃
さ

ず
、
適
切
な
治
療
に
繋
げ
る
「
埼
玉

石
心
会
病
院
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
医

療
」
を
さ
ら
に
増
や
し
て
い
き
た
い
で

す
。

　
そ
の
一
環
と
し
て
、
現
在
、
重
症
度

が
よ
り
高
い
患
者
さ
ん
も
受
け
入
れ
ら

れ
る
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
は
救
命
救
急
棟
を
開
設
し
ま

し
た
。
今
後
、
ま
す
ま
す
救
急
患
者

さ
ん
の
受
入
れ
増
加
が
予
想
さ
れ
ま

す
。
地
域
で
の
救
急
医
療
を
向
上
さ

せ
る
た
め
に
、
昨
年
か
ら
地
域
の
救
急

隊
を
招
い
て
の
勉
強
会
「
救
急
隊
連

携
の
会
」
も
始
め
て
い
ま
す
。
地
域

の
医
療
の
向
上
に
つ
な
が
る
と
何
よ
り

嬉
し
い
で
す
。

　
ま
た
、
今
秋
に
は
市
民
公
開
講
座
の

開
催
や
地
域
の
公
園
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参

加
も
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
病
気
に

な
っ
た
時
に
だ
け
で
は
な
く
、
日
頃
か

ら
地
域
の
皆
さ
ん
と
様
々
な
形
で
交
流

を
す
る
こ
と
で
、
三
つ
目
の
理
念
で
あ

る
「
地
域
に
根
ざ
し
、
地
域
に
貢
献
す

る
」
こ
と
を
実
行
し
て
ま
い
り
ま
す
。

に
も
取
り
組
み
、
地
域
の
中
で
専
門
的

な
医
療
を
受
け
ら
れ
る
体
制
づ
く
り

も
進
め
て
い
ま
す
。

　

断
ら
な
い
救
急
と
高
い
専
門
性
が

両
立
し
て
い
る
こ
と
で
、「
病
気
に
な
っ

た
ら
、
埼
玉
石
心
会
病
院
に
行
け
ば

何
と
か
な
る
」
と
地
域
の
方
が
地
域

以
外
の
方
に
も
紹
介
で
き
る
よ
う
な
病

3 センターが密接に連携し3 センターが密接に連携し
より質の高いより質の高い
高度な医療を提供します。高度な医療を提供します。

ロボット支援手術（ダビンチ ）などロボット支援手術（ダビンチ ）など
先進的治療にも積極的に先進的治療にも積極的に
取り組んでいます。取り組んでいます。

市民公開講座開催や市民公開講座開催や
公園イベントへの参加を通じ公園イベントへの参加を通じ
地域に貢献します。地域に貢献します。

2025年7月より手術支援ロボット「ダビ
ンチXiサージカルシステム」を導入し、
泌尿器科（前立腺・腎・膀胱がん）から
外科（胃・結腸・直腸がん）まで、診療
科の垣根を越えて幅広く運用しています。

2025年11月1日、狭山市の人気イベント「智光山公
園わくわく公園まつり」内で、救急救命士、医師、看護
師が講師となり、子どもたちが心肺蘇生法やファースト
エイドなどを体験する『さやま子どもメディカルチャレン
ジ』を開催しました。

　突然の病気やけがは誰にでも起こり得ます。
そのような時に「まず埼玉石心会病院へ」と頼っ
ていただける存在であり続けることが、当院の重
要な使命です。
　そして、「埼玉石心会病院があって良かった」
と思っていただけるように、医療、接遇などの向
上に職員一同で取り組んでまいります。
　「患者さんが救急と思えば救急」ですので、「こ
んなことで受診して良いのだろうか」と迷わず、
体調に不安を感じた際には、どうぞ遠慮なく
ご相談ください。

みなさまへ

m e s s a g e

栃木県出身
2003 年 麻 酔 科 医として
スタート後、集中治療科医
として 長 年 救 急 医 療 に 携
わり、2021 年より当院の
ER 総合診療センター ・ 集
中治療科にて、患者さんに
向き合い続けています。

「ER総合診療センター」「低侵襲脳神経センター」
「心臓血管センター」が連携し、各分野の専門的な
治療を高いレベルで提供できる体制を整えています。

ER総合診療センター（ICU）

低侵襲脳神経センター

心臓血管センター

S A I TA M A  S E K I S H I N KA I  H OS P I TA L5 4



　入間ハート病院は、埼玉県西部地域において、外来診療・入院診療・透
析医療・健診医療を一体的に提供する地域密着型病院です。2026年5月
より病床数を23床から33床へ増床し、急性期から回復期・慢性期まで幅
広く対応できる体制を整えております。総合内科・循環器内科・消化器内科
を中心に、急性疾患から慢性疾患管理まで幅広く診療を行い、CT・MRIな
どの画像診断機器を活用した迅速かつ的確な診断・治療に努めています。
　また、健康診断・人間ドックなど予防医学にも力を入れ、生活習慣病や
がんの早期発見・早期治療を推進しております。透析センターを併設し、外
来・入院透析や透析患者様の急性疾患にも院内で対応可能です。
　さらに、法人系列の介護施設と連携し、医療・介護・リハビリを切れ目な
く提供することで、地域包括ケアの中核として地域医療に貢献しておりま
す。どうぞよろしくお願いいたします。

ふじみ野泌尿器科

https://fujimino-urology.com/

医療法人永仁会  入間ハート病院

https://www.eijinkai.jp/heart/

　2026年5月、ふじみ野市に泌尿器科を専門とするクリニックを開院いたし
ました。これまで神奈川県の大学病院医局に11年間在籍し、2021年からは
埼玉県内の基幹病院にて研鑽を積んでまいりました。
　当院は泌尿器科の一般診療に加え、CT・尿路造影検査、日帰り手術に対
応し、「早期診断・早期治療」を重視した幅広い診療を提供いたします。また、
院内処方を採用し、スムーズにご帰宅いただける体制を整えています。さらに
オンライン診療の準備も進めており、通院のご負担軽減にも努めています。
　泌尿器科クリニックには、「なんとなく恥ずかしい」「どんな検査や治療が行
われるのか不安」「痛いことをされるのでは？」といったイメージをお持ちの方
も多いかと思います。当院では、プライバシーへの十分な配慮、わかりやすく
丁寧な説明、苦痛の少ない医療の提供を心がけております。
　皆さまに安心して通っていただける、そして末永く信頼されるクリニックと
なるよう、日々努めてまいります。

　さやま腎クリニックでは、一緒に働く看護師を募集しています。
　Webでは、『教育・サポート体制』や『施設見学会・半日就業体験』に
ついて詳しい説明が掲載されています。 Instagramでは院内の様子
や日常の一コマを発信しておりますので、是非ご覧ください。
　また、看護師の他に、臨床工学技士、事務職員も積極的に募集して
おります。
　地域の医療を支えるために一緒に働きませんか？
　ご応募お待ちしております。

みんなの健康塾ちゃんねる医療情報を“もっと”お手軽にGET!

公式SNS

　埼玉石心会病院 外科 副部長の落合亮二医師
が狭山台図書館で開催された「狭山台ヘルスラボ 
～狭山台図書館×尚寿会×石心会～」の講演会
に登壇いたしました。
　本講演会は、狭山市立狭山台図書館が主催とな
り、医療情報の提供を通じて市民の理解を深める
とともに、医師による大腸がんに関する講座を実施
し、市民が専門的な知識を学ぶ機会を提供するこ
とを目的とした会です。

　当日、落合医師は『もしもに備える大腸がんの
話 ～予防からダビンチ治療まで、やさしく解説～』
と題し、地域の皆さんの前で講演を行いました。
　講演後の質疑応答の時間には、大腸ポリープ切
除の適用範囲、治療に関する質問があり、落合医
師が回答いたしました。
　9月にも「狭山台ヘルスラボ」の開催が予定され
ておりますので、是非ご期待ください。
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